
 ～ 製造品出荷額等，付加価値額は前年と比べて増加 ～ 

 製造品出荷額等は 10 兆 404 億円で全国 10 位，付加価値額は３兆 1780 億円で全国 11 位 

□ 製造品出荷額等は 18業種・14市町で増加し，中国・四国・九州地方で 14年連続 1位 

□ 付加価値額は 16業種・12市町で増加し，中国・四国・九州地方で 7年連続 1位 

 

平成 30年工業統計調査 調査結果の概要（従業者 4人以上の事業所） 

 

１ 概況 

 

 

 

 

 

 

  

事業所数は 2 年連続で減少し，従業者数は 5 回連続の増加となった。製造品出荷額等は 2 年ぶりに増

加し，付加価値額は 2年連続の減少となった。 

なお，製造品出荷額等は全国 10位（前年 9位），付加価値額は全国 11位（前年 9位）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）事業所数・従業者数 

事業所数は 4802 事業所で，前年と比較し

て 2.4%減少した（表 2，図 4）。平成 30 年の

事業所数の全国順位は 14位で，前年と同順位

であった（表 1）。 

従業者数は 21万 6899人で，前年と比較し

て 0.8%増加した（表 2，図 4）。平成 30 年の

従業者数の全国順位は 10位で，前年と同順位

であった（表 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （2）製造品出荷額等・付加価値額 

製造品出荷額等は 10兆 404億円で，前年

と比較して 1.0%増加した（表 3，図 5）。平

成 29年の製造品出荷額等の全国順位は 10位

で，前年の 9位から順位を 1つ下げた（表 1，

図 1・5）。 

付加価値額は 3兆 1780億円で，前年と比

較して 0.7%減少した（表 3，図 5）。平成 29

年の付加価値額の全国順位は 11 位で，前年

の 9位から順位を 2つ下げた（表 1，図 2・5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 産業別の状況 

（１）事業所数 ～上位 3 業種は金属製品，生産用機器，食料～ 

事業所数は 4802事業所となり，2年連続の減少となった（前年比 2.4%減〔118事業所減〕）。 

産業中分類別で事業所数が最も多いのは金属製品（635事業所，構成比 13.2％）で，次いで生

産用機器（581事業所，構成比 12.1％），食料（569事業所，構成比 11.8％）の順となった。上位

3業種は前年と同じ順位で，全体の 4割近く（37.2％）を占めている（図 6・表 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは木材（1 事業所増），電子部品（1 事業所増）であり，減少したの

は金属製品（19 事業所減），電気機器（18 事業所減），繊維（14 事業所減）など 19 業種であっ

た。石油，はん用機器，情報機器には増減がなかった（表 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）従業者数 ～上位 3 業種は輸送用機器，食料，生産用機器～ 

従業者数は 21万 6899人となり，5回連続の増加となった（前年比 0.8％増〔1707人増〕）。 

産業中分類別で従業者数が最も多いのは輸送用機器（5万 2122人，構成比 24.0％）で，次いで

食料（2万 8057人，構成比 12.9％），生産用機器（2万 4052人，構成比 11.1％）の順となった。

上位 3業種は前年と同じ順位で，全体の 5割近く（48.1％）を占めている（図 7・表 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは生産用機器（1984 人増），電子部品（1544 人増），食料（272 人

増）など 10業種であり，減少したのは情報機器（634人減），電気機器（483人減），鉄鋼（396

人減）など 13業種であった。石油には増減がなかった（表 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）製造品出荷額等 ～上位 3 業種は輸送用機器，鉄鋼，生産用機器～ 

製造品出荷額等は 10 兆 404 億円となり，2 年ぶりの増加となった（前年比 1.0％増〔989 億円

増〕）。 

産業中分類別で製造品出荷額等が最も多いのは輸送用機器（3兆 6124億円，構成比 36.0％）で，

次いで鉄鋼（1兆 2644億円，構成比 12.6％），生産用機器（9120億円，構成比 9.1％）の順とな

った。上位 3業種は前年と同じ順位で，全体の 6割近く（57.7％）を占めている（図 8・表 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは鉄鋼（1760億円増），輸送用機器（1551億円増），生産用機器（1241

億円増）など 18業種であり，減少したのは電子部品（2878億円減），情報機器（1727億円減），

業務用機器（58億円減）など 6業種であった（表 9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）付加価値額 ～上位 3 業種は輸送用機器，生産用機器，食料～ 

付加価値額は，3兆 1780億円となり，2年連続の減少となった（前年比 0.7％減〔221億円減〕）。 

産業中分類別で付加価値額が最も多いのは輸送用機器（1 兆 840 億円，構成比 34.1％）で，次

いで生産用機器（3161 億円，構成比 9.9％），食料（2483 億円，構成比 7.8％）の順となった。

上位 3業種は，生産用機器が前年の 3位から 2位へ，食料が前年の 4位から 3位へ順位を上げた。

上位 3業種で，全体の 5割以上（51.9％）を占めている（図 9・表 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年と比較して増加したのは生産用機器（605億円増），鉄鋼（565億円増），化学（369億円増）

など 16業種であり，減少したのは電子部品（1417億円減），情報機器（592億円減），はん用機

器（115億円減）など 8業種であった（表 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）現金給与総額 ～５年連続で増加～ 

現金給与総額は 1兆 261億円となり，5年連続の増加となった（前年比 2.3％増〔235億円増〕）

（図 10，表 12）。 

産業中分類別で現金給与総額が最も多いのは輸送用機器（2929億円，構成比 28.5%）で，次い

で生産用機器（1259 億円，構成比 12.3%），食料（836 億円，構成比 8.2%）の順となっており，

上位 3業種で，全体の 5割近く（49.0%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは生産用機器（前年比 12.7％増〔142 億円増〕），電子機器（前年比

25.8％増〔81 億円増〕），化学（前年比 13.6％増〔43 億円増〕）など 17 業種であり，減少したの

は情報機器（前年比 55.2％減〔50億円減〕），金属製品（前年比 4.3％減〔25億円減〕），鉄鋼（前

年比 4.1％減〔24億円減〕）など 7業種であった（図 11，表 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６）原材料使用額等 ～２年ぶりに増加～ 

原材料使用額等は 6兆 6871億円となり，2年ぶりの増加となった（前年比 3.3％増〔2133億円

増〕）（図 12，表 13）。 

産業中分類別で原材料使用額等が最も多いのは輸送用機器（2兆 5942億円，構成比 38.8％）で，

次いで鉄鋼（1 兆 433 億円，構成比 15.6％），生産用機器（5967 億円，構成比 8.9%）の順とな

っており，上位 3業種で，全体の 6割以上（63.3%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは輸送用機器（前年比 6.2％増〔1510億円増〕），鉄鋼（前年比 16.8％

増〔1503 億円増〕），生産用機器（前年比 12.7％増〔674 億円増〕）など 18 業種であり，減少し

たのは情報機器（前年比 95.7％減〔1066億円減〕），電子部品（前年比 36.9％減〔1062億円減〕），

業務用機器（前年比 11.3％減〔41億円減〕）など 6業種であった（図 13，表 13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（７）有形固定資産投資総額（従業者 30 人以上の事業所） ～５年ぶりに減少～ 

有形固定資産投資総額は 4223 億円となり，5 年ぶりの減少となった（前年比 9.5％減〔443 億

円減〕）（図 14，表 14）。 

産業中分類別で有形固定資産投資総額が最も多いのは輸送用機器（1108 億円，構成比 26.2%）

で，次いで鉄鋼（747 億円，構成比 17.7%），電子部品（654 億円，構成比 15.5％）の順となっ

ており，上位 3業種で，全体の約 6割（59.4%）を占めている。 

前年と比較して増加したのは鉄鋼（前年比 29.0％増〔168億円増〕），生産用機器（前年比 28.1％

増〔49 億円増〕），業務用機器（前年比 108.7％増〔45 億円増〕）など 13 業種であり，減少した

のは電子部品（前年比 46.1％減〔559 億円減〕），はん用機器（前年比 43.7％減〔88 億円減〕），

化学（前年比 16.0％減〔46億円減〕）など 9業種であった（図 15，表 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（８）工業用地（従業者 30 人以上の事業所） 

事業所敷地面積は，4375万 5596㎡（前年比 0.5％増〔21万 9494㎡増〕）となった。 

産業中分類別で事業所敷地面積が最も大きいのは鉄鋼（1141万 5805 ㎡，構成比 26.1％）で，

次いで輸送用機器（1126万 4449㎡，構成比 25.7％），化学（318万 1918㎡，構成比 7.3％）の

順となっており，上位 3業種で，全体の 6割近く（59.1%）を占めている（図 16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（９）工業用水（従業者 30 人以上の事業所） 

１日当たりの工業用水使用量（淡水）は，88 万 7255 ㎥（前年比 1.1％減〔1 万 277 ㎥減〕）と

なった。 

産業中分類別で工業用水使用量（淡水）が最も多いのは鉄鋼（39 万 8375 ㎥，構成比 44.9％）

で，次いで紙製品（17 万 4161 ㎥，構成比 19.6％），化学（16 万 8948㎥，構成比 19.0%）の順

となっており，上位 3業種で，全体の 8割以上（83.6%）を占めている（図 17）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 従業者規模別の状況 

（１）事業所数 ～100 人未満規模の事業所が９割以上を占める～ 

事業所数が最も多いのは従業者規模「10～29人」（2001事業所，構成比 41.7％）で，次いで「4

～9人」（1639事業所，構成比 34.1％），「30～99人」（800事業所，構成比 16.7％）の順となっ

ており，100人未満規模の事業所数が 4440事業所と全体の 9割以上（92.5％）を占めている（図

18）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）従業者数 ～100 人以上規模の事業所が６割近くを占める～ 

従業者数が最も多いのは従業者規模「300 人以上」（8 万 5332 人，構成比 39.3％）で，次いで

「100～299 人」（4 万 3787 人，構成比 20.2％）の順となっており，100 人以上規模の事業所に

おける従業者数が 12万 9119人と全体の 6割近く（59.5％）を占めている（図 19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）製造品出荷額等 ～100 人以上規模の事業所が約８割を占める～ 

製造品出荷額等が最も多いのは従業者規模「300人以上」（6兆 4534億円，構成比 64.3％）で，

次いで「100～299 人」（1 兆 7068 億円，構成比 17.0％）の順となっており，100 人以上規模の

事業所における製造品出荷額等が 8兆 1603億円と全体の約 8割（81.3％）を占めている（図 20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）付加価値額 ～100 人以上規模の事業所が８割近くを占める～ 

付加価値額が最も多いのは従業者規模「300 人以上」（1 兆 8429 億円，構成比 58.0％）で，次

いで「100～299 人」（6021 億円，構成比 18.9％）の順となっており，100 人以上規模の事業所

における付加価値額が 2兆 4450億円と全体の 8割近く（76.9％）を占めている（図 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 市町別の状況 

 （１） 事業所数 ～福山市，広島市，東広島市で６割近くを占める～ 

市町別で事業所数が最も多いのは福山

市（1181事業所，構成比 24.6％）で，次

いで広島市（1161事業所，構成比 24.2％），

東広島市（419事業所，構成比 8.7％）の

順となっており，この 3 市で全体の 6 割

近く（57.5％）を占めている（図 22）。 

前年と比較して増加したのは竹原市（2

事業所増），安芸高田市（2事業所増），廿

日市市（1 事業所増）など 4 市町であり，

減少したのは広島市（40事業所減），福山

市（29 事業所減），呉市（11 事業所減）

など 16 市町であった。大竹市，海田町，

安芸太田町には増減がなかった（表 15）。 

 

 

 

 

 

 

（２） 従業者数 ～広島市，福山市，東広島市で５割以上を占める～ 

市町別で従業者数が最も多いのは広島

市（5万 5734人，構成比 25.7％）で，次

いで福山市（4万 126人，構成比 18.5％），

東広島市（2 万 1161 人，構成比 9.8％）

の順となっており，この 3 市で全体の 5

割以上（54.0％）を占めている（図 23）。 

前年と比較して増加したのは広島市

（1060 人増），福山市（715 人増），安芸

高田市（344人増）など 13市町で，減少

したのは三原市（507人減），府中町（422

人減），府中市（309 人減）など 10 市町

であった（表 16）。 

 

 

 

 



 （３） 製造品出荷額等 ～広島市，福山市，呉市で約６割を占める～ 

市町別で製造品出荷額等が最も多いのは

広島市（3兆 2076億円，構成比 31.9％）

で，次いで福山市（1 兆 7259 億円，構成

比 17.2％），呉市（1兆 1156億円，構成比

11.1％）の順となっており，この 3市で全

体の約 6 割（60.2％）を占めている（図

24）。 

前年と比較して増加したのは広島市

（1895 億円増），呉市（927 億円増），三

原市（451 億円増）など 14 市町で，減少

したのは福山市（2117億円減），東広島市

（1621 億円減），海田町（37 億円減）な

ど 9市町であった（表 17）。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 付加価値額 ～広島市，呉市，福山市で６割以上を占める～ 

市町別で付加価値額が最も多いのは広島市

（1 兆 1336 億円，構成比 35.7％），次いで

呉市（4669 億円，構成比 14.7％），福山市

（3724 億円，構成比 11.7％）の順となって

おり，この 3 市で全体の 6 割以上（62.1％）

を占めている（図 25）。 

前年と比較して増加したのは呉市（752 億

円増），広島市（578 億円増），尾道市（405

億円増）など 12 市町で，減少したのは福山

市（1612億円減），東広島市（538億円減），

府中町（154 億円減）など 11 市町であった

（表 18）。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


